


偕楽園で剪定実習／真壁高生徒18人を指導

　茨造協は昨年の12月11日、県立真壁高等学校農

業・環境緑地科環境緑地コースの生徒18人を対象

に、梅の剪定講習会を水戸市の偕楽園猩々梅林で

実施しました。現代の名工ら熟練の技術者が丁寧

に指導。参加した生徒たちは真剣な表情で剪定作

業に取り組んでいました。

　この実習は、実践的な造園実習を通して造園に

関する生徒の興味・関心を高め、郷土に対する誇

りや愛着心を高めることを目的に開催され、今回

で10回目となります。

　水庭会長は剪定を行うことの大切さを説明し

「良い機会なので率先して実際に体験してほしい」

と挨拶。

　続いて真壁高等学校の石塚幸光校長が「本校は

地域に広く貢献する人材の育成を目標にしてい

る。このような実習に参加できることは学校の教

育活動にとって非常に意義深いもの。生徒たちは

桜川公園でヤマザクラの調査も行っている。県内

２カ所の名勝の保全活動に係ることで、茨城県の

魅力を発見できたのではないかと思う」と話され

ました。

　剪定実習では、４班に分かれて猩々梅林で梅の

剪定を実施。今回の講習会では現代の名工である

大平晶氏（㈱大平造園土木）、古平貞夫氏（㈲古平

園）のほか技術技能部会の井坂秀夫氏（土浦造園

㈱）、小林功氏（㈲小林農園）、海老澤康徳氏（㈱植

心園）、川上嗣朗氏（㈱川上農場）、中庭大輔氏（㈱

中庭造園土木）、中村聡士氏（㈱千本杉）、安藤勝広

氏（安藤造園㈱）、吉岡伸一氏（吉岡緑地㈱）が講師

として参加しました。

　実技に先立ち、大平氏が剪定する梅の木につい

て説明。その後各班ごとに指導者が鋏の使い方や

梯子の登り方、剪定の方法などを生徒に分かりや

すく指導。生徒たちは時に笑顔を見せながら、真

剣なようすで実習に取り組んでいました。

　実習に参加した生徒は「普段の授業で垣根の刈

り込みはやったことがありますが、樹木の剪定は

初めてでした。分かりやすく教えてもらいました。

新鮮で楽しかったです」と声を弾ませ、実習で体

験した感想を話しておりました。
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　県造園建設業協会（水庭博会長）、県庭園樹協会
（安藤和幸会長）、県造園技能士会（古平貞夫会長）、
日本造園建設業協会茨城県支部（水庭博支部長）、
県造園業協同組合（永井剛人理事長）、日本造園組
合連合会茨城県支部（小林文明支部長）の造園６
団体は1月21日（火）、水戸京成ホテルで県造園団
体新春賀詞交歓会を開催。当日は約１３０人が出
席し、輝かしい新年の幕開けを盛大に祝いました。

　6団体を代表して挨拶に立った茨造協の水庭
会長は「造園業は植物を育て、人を育てる仕事。
５年先、10年先を見据えた人材育成が大切にな
る」と将来ビジョンを述べた後、「自分たちの技術
を伸ばしながら期待に応えなければならない。そ
れぞれが事業量を拡大し、実績を残せるよう力を
合わせて精進してまいりたい」と決意を述べました。
　来賓あいさつでは大井川和彦県知事が「県の
最大の課題のひとつに観光面の知名度向上があ
る。観光を盛り上げるための最大のコンテンツが
花や公園など緑に係るもの。水戸市の梅まつりを
皮切りに、国内外の方々へ魅力を発信してまいり
たい。皆さまには今後も、茨城県の美しさを保つ
努力をお願い申し上げる」と述べられました。
　そして鏡開きを行った後、高橋靖水戸市長の
発声で乾杯。和やかに歓談して親睦を深めました。

造園６団体が新春賀詞交歓会を開催
先を見据えた人材育成／力合わせて事業量拡大

水庭博会長 大井川和彦県知事

造園６団体が新春賀詞交歓会を開催
先を見据えた人材育成／力合わせて事業量拡大



茨城県近代美術館 中村彝(ﾂﾈ)アトリエ植栽整備に参画茨城県近代美術館 中村彝(ﾂﾈ)アトリエ植栽整備に参画

調査・計画：茨造協 技術・技能部会　整備実施：造園組合

中村　彝

調査・計画：茨造協 技術・技能部会　整備実施：造園組合

整備後のアトリエ周辺 整備後のアトリエ周辺 

　千波湖畔にある茨城県近代美術館の敷地の一画
に、水戸市出身の洋画家中村彝のアトリエが建って
います。中村彝は、若くして肺結核に冒され３７歳と
いう短い生涯でしたが、明治の終わりから大正期に
かけて活躍し、近代日本を代表する作品は現在も高
く評価されています。彝の作品は同美術館で鑑賞す
ることが出来ます。
　アトリエは、1988年の同美術館開館時に、彝の業
績を紹介出来るよう東京都新宿区下落合にあった
建物を復元したもので、当時、生前彝と親交のあっ
た人々が建設資金を集め県に寄贈して出来たもの
です。アトリエの中には遺品などが展示され、当時
の雰囲気を体感することが出来ます。
　一方、建設当時は開放的だったアトリエ周辺は、
復元から４０年近く経過し、鬱蒼とした木々に建物

が覆われて周囲から建物
が見えづらくなりました。
また、日が差さなくなった
芝生はコケがむす様な薄
暗い庭になってしまいま
した。
　この状況に、本県で芸
術文化を振興し同美術館
を支援するパートナー企
業で組織する「茨城県近代美術館運営支援協議会」
(会長・荒屋鋪透館長)は、中村彝の没後100年を迎
えアトリエ周辺エリアを人々が憩い集える往時の開
放的な姿にリニューアルしようと、クラウドファンディ
ング(CF)を使ってアトリエ周辺エリアの樹木の伐採、
剪定や花壇、芝張り等を計画して実施しました。



整備前整備前

整備後　花壇設置

イメージパース

　茨造協では、運営支援協議会の計画
に賛同し、技術・技能部会が、現地調査、
計画立案、整備内容の検討や事業費の
算出を行いました。また、CFに使用する
イメージパースを、当時の部会長(有)栗
原緑化土木(代表・栗原公男氏)が作成
し、整備の実施にあたっては、制約のある短い業務期間内でより良い庭園とする為、実績のある茨城県造
園業協同組合が受注して組合員の土浦造園(株)(代表・井坂秀夫氏)が業務にあたりました。
　建物を引き立てる為の樹木のバランスをその都度検討判断するといったことや、限られた予算の中で最
大の効果が得られる様に業務内
容を見直していくことも必要でし
た。
　花壇については、組合員の(株)
坂田園芸(代表・完賀裕子氏)から、
パンジー・シロタエギク・アリッサ
ムといった花苗を使い、色使いで
中村彝の作品「カルピスの包み紙
のある静物」を表現するという提
案を頂き制作しています。
　リニューアルした中村彝アトリ
エに是非立ち寄って見て下さい。





　ひたちなか市の笠松運動公園で昨年10月5日、

「建設フェスタ2024」が盛大に執り行われました。

県内建設業の各団体がそれぞれの魅力を発信す

るために、毎年開催されるもので茨造協も未来部

会を中心に、造園業の素晴らしい魅力を来場者に

ＰＲしました。

　造園ブースでは、午前、午後と合わせて200個の

草花を無料配布したほかハロウィンツリーの作成

（有料1基500円）を行いました。多くの家族連れの

皆様に立ち寄って頂き、花や緑の大切さをご理解

して頂けるきっかけとなりました。

　茨造協県北支部（永島利浩支部長）は昨年6月17

日、県水戸土木事務所と県建設業協会水戸支部と

の共催による２０２４年度現場担当技術者安全

講習会を水戸合同庁舎で開催。約90人が参加しま

した。また、翌月3日には、県常陸大宮土木事務所

と県建設業協会常陸大宮支部との共催で開催し、

約80人が参加。除草工事などを行う際のポイント

について学びました。

　この講習会は、労働災害対策の一環として、労働

安全衛生および工事現場での安全管理の徹底を図

るために例年実施されています。

　講習会では永島支部長の挨拶に続き、水戸労働

基準監督署の山田実安全衛生課長から建設業の労

働災害の現状と除草工事における災害防止等につ

いて講義を受けました。

花苗や苗木など配布し緑の大切さをＰＲ

「建設フェスタ2024」笠松運動公園で開催「建設フェスタ2024」笠松運動公園で開催

茨造協県北支部／県水戸土木と常陸大宮土木、茨建協各支部と共催

現場担当技術者安全講習会を開催現場担当技術者安全講習会を開催

水戸会場 常陸大宮会場



チャレンジ・ザ・ガーデニングを行った国営ひたち海浜公園では花壇にスミレの花植え体験

県内各地で秋の都市緑化フェスティバル開催

　都市緑化フェスティバルは、花や緑に囲まれた

潤いのある快適な生活環境づくりを進めるため、

地域の方々に都市緑化の大切さを楽しみながら

理解して頂き緑化意識の高揚を図ることを目的

として毎年春と秋に開催しています。「都市緑化

月間」である１０月に合わせて、笠間芸術の森公

園(10月5日)、国営ひたち海浜公園(10月9日)、鹿

島灘海浜公園(10月13日)ほこたオータムフェス

ティバル内、砂沼広域公園(10月20日)市制70周年

「2024しもつま砂沼フェスティバル」内、ヒロサワ

県西総合公園(10月27日)、偕楽園公園(11月3日)

の県内各地の公園で、茨城県、各市町村、国土交通

省国営ひたち海浜公園事務所、筑西広域市町村圏

事務組合、各フェスティバル実行委員会、茨造協

各支部などが協力して「いばらき都市緑化フェス

ティバル」が開催されました。

　会場では、花苗の無料配布や、コケ玉作り、竹細

工、丸太切り大会、高所作業車乗車体験、チャレン

ジ・ザ・ガーデニングなどが行われ、多くの参加者

で賑わいました。

～ひろげよう　育てよう　みどりの都市～

鹿島灘海浜公園ではコ

ケ玉作りワークショップ

にてコケ玉100個制作、

花苗500セットの無料

配布を行い多くの来場

者に花と緑をアピール



偕楽園の猩々梅林広場では
造園協によるコケ玉作り、緑
の相談窓口、丸太切り大会、高
所作業車乗車体験等を実施。
同時に県や水戸市等により偕
楽園クイズラリーや寄せ植え
体験、花鉢等の販売も実施

砂沼広域公園やヒロサワ県西総合公園では造園協がコケ玉作りや竹細工教室等を実施
同時に県から花苗の無料配布も実施



　茨造協鹿行支部(大根久枝支部長)は、鹿島神宮

で9月に行われる「神幸祭」に向けて関係団体で一

斉に行われる祭礼前の周辺道路美化活動に先駆け

て8月5日、7日～9日の4日間にわたり、のべ18名に

て県道鹿島神宮線の道路里親ボランティアとして

街路樹クロガネモチの剪定作業を実施しました。

　茨造協県西支部（森久仁子支部長）は9月20日、

境町で8回目となる道路美化活動を実施。会員18

社が参加し、街路樹の下枝払いやごみ拾いなど地

域生活に欠かせない道路をきれいにしました。

　当日は道の駅さかいの駐車場に集合。作業を前

に森支部長は「住民の皆さまをはじめ観光客など

多くの方々にとって安らぎと潤いのある快適な

空間になるよう作業させていただく」とあいさつ。

　その後、県道結城野田線の長井戸交差点から山

神町交差点までの区間を5班に分かれて清掃活動

を実施しました。

県西支部／街路樹の下枝払い等行い地域貢献

鹿行支部／県道鹿島神宮線他

境町で8回目の道路美化活動を実施

鹿島神宮線道路里親ボランティア活動

境町で8回目の道路美化活動を実施

鹿島神宮線道路里親ボランティア活動



県南支部/土浦土木事務所と竜ケ崎工事事務所で剪定講習会

敷地内の良好な緑空間を創る敷地内の良好な緑空間を創る

土浦土木事務所　剪定完了 土浦土木事務所　参加者一同　後ろは作業前の状況

竜ケ崎工事事務所　剪定完了竜ケ崎工事事務所　参加者一同

　茨造協県南支部(鈴木武士支部長)は、10月18日

に県土浦土木事務所において、11月22日には県竜

ケ崎工事事務所の協力を受け、樹木の健全な育成

と良好な環境を保つための剪定講習会を開催し

ました。支部員らそれぞれ約20人が参加し、敷地

内の高木剪定や中低木の刈込、除草作業を実施し、

技術の向上を図るとともに、事務所内の良好な緑

の環境がつくられました。

　講習会の開始にあたり、土浦土木事務所では上

田芳弘道路管理課長から、竜ケ崎工事事務所では

植本順平道路管理課長から感謝の言葉を頂きま

した。



　美しい街づくりにおいては、街路樹の適切な剪

定管理は必要不可欠です。その剪定基準を明確に

し、技術力をさらに向上させるために、(一社)日本

造園建設業協会が「街路樹剪定士認定制度」を平成

11年に発足させました。学科と実技の研修を受け、

当協会が行う認定試験に合格した「街路樹剪定士」

は、樹木の生理・生態や街路樹に関する専門知識と

職人芸とも言える技能を併せ持ち、街路樹の美観

を維持し、機能・効用を最大限に発揮させるために

必要な能力を備えています。現在、認定者数は全国

で1万5千人を超えるまでになりました。認知度が

向上するとともに、適切な街路樹の剪定に向けて

さまざまな発注機関が街路樹剪定士を活用してい

ます。

　令和7年2月6日に造園会館にて学科を、翌7日に

はつくば市内の市道の街路樹を使って24名がイチ

ョウとトウカエデで研修と試験を実施しました。

　茨造協は２月4日に独自の防災訓練を行いまし

た。

　都市公園は、地震などの大きな災害発生時の避

難場所や災害応急対策活動の拠点となる等、地域

住民の安全安心のための大切な場所です。

　茨造協は茨城県と災害時における応急対策業

務に関する協定を締結しており、大地震発生や台

風等による風水害発生の際には、県営都市公園の

パトロールや二次災害の防止活動等の初期活動

を県に協力して実施します。

　訓練では、各社の担当している公園に集合し、

防災備品の点検や公園内の危険な場所の確認を

行いました。

協会独自の防災訓練で災害に備える

日造協/令和6年度街路樹剪定士研修及び認定試験を実施

備えあれば憂いなし

美しい街路樹をめざして美しい街路樹をめざして

備えあれば憂いなし



　茨造協では11月28日～30日の3日間、参加者27名

にて、栗林公園・岡山後楽園・姫路城などを視察し

ました。茨城空港から神戸空港に向かい、観光バス

にて淡路島を通って香川県の栗林公園へ、栗林公

園は紫雲山を背景に多数の池と築山を巧みに配し、

千本以上の手入れされた松の見事な枝ぶりと相ま

って素晴らしい景観を作り上げています。和船に

乗って南湖を遊覧する時間が無かったのが惜しま

れます。

　岡山後楽園は、園の周囲を樹林で囲み街の建物

を隠していて、その中に広い芝地や池を配置して

ある開放感のある明るい雰囲気の庭園でした。散

策路の周囲には、池を繋ぐ曲水と言われる水路や

築山、各種樹林など多くの見どころもあります。

　どちらの庭園も、園内の池や流れとしっかり管

理された植栽が調和して、変化にとんだ魅力ある

庭園でした。その他にも、倉敷美観地区や姫路城、

淡路島にあるあわじ花さじき等も見て回りました

が、とても時間が足りませんでした。今度は名所を

ひとつずつ丁寧に見て回りたいたと感じました。

　茨造協は２月19日に大洗公園での公園サポー

ター活動を行いました。

　大洗公園サポーター活動は、公園内の松林約

1ha区画の毎月の巡視、年２回の除草、清掃ゴミ拾い、

枝払いなどの管理をボランティアで行うものです。

　今回は本来の活動実施区域内の雑草の繁茂が

少なかったことから、区域を離れて海岸部の松林

内の除草や砂浜のゴミ拾いを中心に実施しました。

栗林公園・岡山後楽園方面視察研修

大洗公園サポーター活動に６６名が参加
今回は海岸部除草と砂浜のゴミ拾いも実施

大洗公園サポーター活動に６６名が参加

栗林公園・岡山後楽園方面視察研修

栗林公園　南湖と根上り五葉松 岡山後楽園　築山唯心山から沢の池を望む

倉敷美観地区 淡路SAから明石海峡



東国三社巡り研修

　　

東国三社巡り研修
県西支部・鹿行支部合同視察交流会

香取神宮鹿島神宮にて

親しまれている東国三社(千葉県香取市の香取神宮、
神栖市の息栖神社、鹿嶋市の鹿島神宮)巡りを実施
しました。当日はあいにくの雨模様でしたが、鹿島神
宮では神社のご厚意によりご奉仕(権禰宜・ごんね
ぎ)の方から神社内やご神木の案内をして頂きまし
た。
　東国三社が鹿行地域の観光資源として大きな価
値を有していることを再確認した有意義な視察交
流会となりました。　
参加者　県西支部7名　鹿行支部5名

　茨造協の県西支部と鹿行支部は、11月20日に合
同で視察交流会を開催しました。
　昨年度2月29日に筑西市の県西総合公園を会場
にして開催した樹木剪定技術講習会には鹿行支部
員も参加して他の支部での講習会の様子を視察し
ました。
　今回は、鹿行支部が道路里親としてボランティア
を行っている鹿島神宮参道の街路樹剪定地の状況
を県西支部員に見てもらいました。また、会員同士
の交流や意見交換・見学研修として、江戸時代から





支部長　永島　利浩

支部長　大根　久枝

支部長　鈴木　武士
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